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巻頭
付録 1. 本書の使い方

処方例は経験上，頓用や増量で効果が得られるものはそれらを考慮し
て記載している．まず使用するにあたっては添付文書を参照されたい．
※また，クラシエの製剤は容量が2種あり，容量の大きいほうの製
剤は1日量を基準に処方回数などで用量を調節する．

初級者から、ステップアップ
したい中級者を想定してよく
使う漢方薬を一覧で示した．
症状とキーワードから漢方薬
を探し，より知りたくなった
ら「漢方薬の詳細」を参照．
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詳細では各漢方薬を選ぶ際や使う際
に役立つ情報を記載している．
またステップアップのためにTips
では併用も含め使い方のコツも記載
した．

  Point1  
構成生薬は漢方薬のことを知るのに
重要な要素であり，なるべく一目で
特徴がわかるよう記載している．
　↑：体を温める生薬
　↓：体を冷ます生薬
   注：副作用に特に注意する生薬

  Point2  
各社の漢方薬と適応症は病名の記載
がないものをのぞき，基本は病名を
抜粋している．保険適用病名を考え
る際の確認に使用していただきたい．
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